
ｊが

ウ
イ
グ
ル
文
厭
の
蒙
古
人
に
對
す
る
影
響

　
　

Ｖ
.
　
Ｂ
ａ
ｒ
ｔ
o
l
'
ｄ
.
　
Ｋ
　
ｖ
０
ｐ
ｒ
０
ｓ
ｕ
　
ｏ
ｂ
　
ｕ
ｊ
ｇ
ｕ
ｒ
ｓ
ｋ
ｏ
ｊ
　
l
i
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
Ｓ
　
ｉ
　
ｅ
ｊ
ａ
　
ｖ
l
i
j
a
n
i
i
　
ｎ
ａ
日
ｏ
コ
哨
〇
ｌ
ｏ
ｖ
.

　
　
　
　
　

（
＾
i
ｖ
ａ
ｊ
ａ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ａ
.
　
Ｇ
ｏ
ｄ
　
Ｘ
Ｖ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
｡
　
Ｖ
ｙ
ｐ
ｕ
ｓ
k
i
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
｡
　
ｓ
ｔ
ｒ
.
　
４
２
１
４
６
.
　
１
９
０
９
.
）

　
　
　
　
　

①

西
部
波
斯
で
ヂ
ェ
ラ
イ
ル
族
又
は
ヂ
ェ
ラ
イ
ル
家
の
國
で
十

四
世
紀
の
後
牛
頃
、
書
記
官
の
Ｍ
ｎ
ｈ
ａ
ヨ
ヨ
ｅ
ｄ
-
Ｈ
ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
-
Ｊ
ａ
ｈ
に

よ
っ
て
、
國
務
の
書
記
官
や
公
用
文
書
掛
の
も
の
ｘ
手
引
と
し

て
編
纂
さ
れ
、
未
だ
出
版
に
た
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
波
斯
文
の
書

物
か
ら
、
故
ｐ
.
　
M
.
　
M
e
l
i
o
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
k
i
i
は
散
條
を
抜
い
て
、
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

九
百
年
に
之
を
校
刊
し
た
。
こ
の
書
の
中
に
散
へ
あ
げ
ら
れ
た

官
職
の
名
搦
と
其
等
の
官
職
を
設
け
た
際
に
呉
へ
た
辞
令
の
内

容
と
は
、
成
吉
思
汗
の
孫
に
波
斯
へ
連
れ
て
行
。
か
れ
た
此
の
遊

牧
民
族
が
、
其
國
を
征
服
し
て
か
ら
百
年
も
経
過
し
て
も
倚
自

分
の
最
初
の
故
郷
の
性
質
や
思
想
に
依
攘
し
て
ゐ
る
事
を
明
示

し
て
ゐ
る
。
是
等
の
官
職
は
蒙
古
帝
國
崩
壊
後
に
出
来
た
他
の

國
々
に
て
も
記
載
さ
れ
て
あ
る
が
、
其
職
務
の
特
質
は
ム
ハ
メ

石ヴ

　

・
バ
ル
ト
リ
ド

演
純
太
郎
課

ツ
ド
・
ヒ
ン
ヅ
ー
シ
ャ
フ
の
著
程
に
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
ゐ
な

い
か
ら
、
隨
っ
て
此
書
は
波
斯
の
み
な
ら
ず
他
の
蒙
古
人
の
國

特
に
金
賞
汗
國
の
歴
史
に
と
っ
て
も
重
要
た
る
資
料
と
な
る
の

で
あ
る
。
金
窯
汗
國
史
家

　

Ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
-
Ｐ
ｕ
ｒ
ｇ
ｓ
ｔ
a
l
l
は
此
波
斯

著
述
家
の
著
書
を
此
目
的
に
多
少
利
用
し
て
文
書
の
全
文
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

闘
謬
し
て
出
し
て
ゐ
る
が
、
脆
文
も
誤
謬
も
深
山
あ
る
。

　

ぺ
、
エ
ム
、
メ
リ
オ
ラ
ヱ
ス
午
イ
の
主
と
し
て
論
じ
た
る
は

ム
ハ
メ
ッ
ド
ー
ヒ
ン
ヅ
ー
シ
ャ
フ
が
引
用
せ
る
Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
ｔ
ｋ
ｕ
-
B
i
l
i
k

　
　

④

（
又
は
Ｋ
ｕ
ｔ
ａ
ｔ
ｋ
ｕ
-
B
i
l
i
k
）
で
、
成
吉
思
汗
の
だ
と
云
は
れ
て
國

民
裁
判
官
（
断
事
官
）
に
對
す
る
訓
令
を
載
せ
た
る
も
の
で
あ

る
。
此
の
書
の
標
題
は
Ｉ
〇
六
九
年
ｃ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
汗
の
カ
シ
ュ
ガ

ル
知
事
の
狐
め
忙
編
纂
さ
れ
て
近
頃
迄
紅
土
耳
古
語
の
最
古
資

-
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料
と
考
へ
ら
れ
た
る
内
容
の
仝
然
異
っ
て
ゐ
る
書
の
名
前
と
同

じ
事
で
あ
る
。
ぺ
、
エ
ム
、
メ
リ
オ
ラ
ン
ス
午
イ
は
ボ
グ
ラ
汗

の
ウ
イ
グ
ル

　

Ｋ
乱
ａ
ｔ
ｋ
ｕ
-
B
i
l
i
k
は
ウ
イ
グ
ル
族
の
代
表
者
た

る
成
吉
１
　
汗
の
近
臣
に
知
ら
れ
て
ゐ
た
の
は
疑
ふ
べ
が
ら
す
と

し
て
、
成
吉
思
汗
の
だ
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
書
物
は
此
十
一
世
紀

の
著
述
に
鍛
っ
て
名
を
付
け
た
も
の
だ
と
定
め
か
。
し
か
し
ボ

グ
ラ
汗
が
泌
す
る
カ
ラ
ハ
ン
朝
た
る
も
の
が
ウ
イ
グ
ル
族
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

区

出
た
か
と
云
ふ
問
題
は
決
定
し
て
ゐ
な
い
し
、
叉
ボ
グ
ラ
汗
の

Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
ｔ
ｋ
ｕ
-
B
i
l
i
k
の
様
だ
純
回
教
的
著
作
を
或
は
佛
教
或
は
基

督
教
を
信
じ
て
宗
旨
敵
き
の
回
教
と
は
到
底
和
合
し
難
く
い
と

思
は
れ
る
成
吉
思
汗
の
ウ
イ
グ
ル
師
傅
鐘
が
探
用
し
得
た
と
は

中
々
疑
は
し
心
。
所
書
の
名
栢
が
同
一
だ
と
云
ふ
の
は
其
本
源

が
同
じ
だ
か
ら
だ
と
云
へ
ば
容
易
に
説
明
が
っ
く
だ
ら
う
。
ヵ

ラ
ハ
ヱ
家
が
出
た
民
族
は
回
教
を
探
用
す
る
迄
は
、
後
に
蒙

古
人
に
占
有
さ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
文
化
の
感
化
を
受
け
て
ゐ
た
の

で
、
ボ
グ
ラ
汗
の
國
に
て
は
ウ
イ
グ
ル
文
字
は
ま
だ
全
く
ア
ラ

ビ
ア
文
字
に
使
更
さ
れ
て
は
ゐ
た
か
っ
バ
０
　
官
職
其
他
の
名
栢

の
ア
ラ
ビ
ア
式
及
び
彼
斯
式
以
外
に
ト
ル
＝
風
の
も
見
ら
れ
る

の
み
な
ら
す
、
種
々
な
る
形
式
で
此
等
の
名
柳
が
後
に
蒙
古

人
に
よ
っ
て
ウ
イ
グ
ル
人
か
ら
借
用
さ
」
匹
。
是
等
の
名
籾
の

中
に
、
里
元
智
識
の
義
）
の
語
と
同
じ
く
Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
ｔ
ｋ
ｕ
　
j
H
る
語

も
属
す
る
様
だ
。

　

此
語
の
正
し
い
意
義
は
今
迄
決
定
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
く
Ｑ
？

７
々
の
翻
ｉ
Ｓ
Ｃ
ｋ
ｕ
ｔ
幸
厖
と
云
ふ
語
か
ら
出
て
「
幸
福
な
ら
し

む
る
」
）
は
Ｖ
.
　
Ｖ
.
　
Ｒ
ａ
ｄ
ｌ
ｏ
ｖ
に
よ
っ
て
探
用
さ
れ
た
が
、
ぺ
、

エ
ム
、
メ
リ
オ
ラ
ヱ
ス
キ
イ
は
之
に
散
條
の
反
問
を
し
た
。
彼

が
示
す
如
く
、
ウ
イ
グ
ル
Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
ｔ
ｋ
ｕ
-
B
i
l
i
k

　

の
著
者
は
其
序

文
に
此
書
の
ト
ル
Ｊ
語
題
名
の
外
に
ペ
ル
シ
ャ
語
及
び
ア
ラ
ビ

ア
語
の
も
引
い
て
ゐ
る
が
、
此
の
術
語
の
方
は
共
に
帝
國
と
か

王
國
と
か
の
意
を
含
ん
で
ゐ
る
の
で
、
自
然
ト
ル
コ
語
に
も
亦

此
の
意
味
を
持
っ
て
る
だ
ら
う
と
想
像
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ぺ
、

エ
ム
、
メ
リ
オ
ラ
ン
ス
キ
イ
が
ト
ル
つ
形
容
詞
の

　

Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
ｔ
ｋ
ｕ

を
イ
ラ
ご
語
王
公
の
将
９
　
乱
ａ
ｔ
と
結
び
付
け
て
考
へ
る
事
を

試
み
た
か
否
や
は
知
ら
な
い
が
、
ア
ラ
ビ
ア
優
勝
時
代
に
多
く

の
國
主
は
此
の
名
将
を
付
け
て
ゐ
た
の
で
、
現
に
露
領
ト
ル
キ

ス
タ
ン
の
官
制
の
内
に
も
這
入
っ
て
ゐ
る
が
、
ト
ル
Ｊ
方
面
で

は
９
　
乱
ａ
ｔ
の
名
将
は
知
ら
れ
て
る
限
り
で
は
見
付
が
ら
ぬ
。

そ
こ
で
又
余
は
他
の
仮
説
を
出
し
た
所
、
ぺ
、
エ
ム
、
メ
リ
オ

ラ
″
ス
キ
イ
は
彼
の
論
文
の
注
に
之
を
引
い
た
が
、
印
ち
、
ｒ
’

と
云
ふ
語
は
原
義
（
幸
禰
）
以
外
吾
等
が
「
陛
下
」
と
云
ふ
に
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等
し
い
汗
位
の
名
稀
と
し
て
も
用
ひ
ら
れ
る
の
で
、
隨
っ
て
、

Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
ｔ
ｋ
ｕ
-
b
i
l
i
k
と
云
ふ
名
は
字
義
通
り
の
直
詳
（
幸
厖
を
輿
ふ

る
知
識
）
以
外
に
、
「
王
公
に
教
ふ
る
知
識
」
と
云
ふ
他
の
義
を

も
持
ち
得
る
の
だ
、
と
か
う
で
あ
る
。
此
説
明
は
故
ぺ
、
エ
「

メ
リ
オ
ラ
ン
ス
キ
イ
の
意
見
に
も
「
多
分
誤
ら
な
い
だ
ら
う
」

と
あ
っ
た
が
、
私
に
は
現
に
必
ず
さ
う
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

　

已
に
ぺ
、
エ
ム
、
メ
リ
オ
ラ
ン
ス
キ
イ
が
逝
去
し
た
後
、
余

が
偶
然
注
意
し
た
十
五
世
紀
の
ア
ラ
ビ
ア
の
歴
史
家

　

Ｉ
ｂ
ｎ
-

Ａ
ｒ
ａ
ｂ
＾
ａ
ｈ
の
資
料
に
よ
る
と
Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
ｔ
ｋ
ｕ
（
叉
は
Ｋ
ｕ
ｔ
ａ
ｔ
ｋ
ｕ
）
と

云
ふ
語
は
中
央
ア
ジ
ア
に
於
て
も
ウ
イ
グ
ル
文
書
の
名
柳
と
し

て
同
じ
く
使
用
さ
れ
て
ゐ
た
。
イ
ブ
で
ア
ラ
ブ
ジ
ャ
ブ
の
言
葉

⑨に
よ
る
と
、
「
成
吉
思
汗
は
自
分
の
種
族
の
智
者
や
自
分
の
國
の

賢
人
に
命
じ
て
、
彼
等
に
と
っ
て
は
知
識
の
目
標
と
も
亦
旗
印

〔
印
ち
徽
哉
〕
と
も
な
る
文
書
を
編
纂
せ
し
め
た
。
彼
等
は
彼
の

認
め
に
蒙
古
人
の
文
書
を
編
纂
し
て
、
共
助
け
に
よ
っ
て
大
事

を
決
す
る
様
に
し
、
そ
し
て
其
〔
文
書
〕
に
彼
〔
成
吉
思
汗
〕
の
種

族
の
名
に
抹
っ
て
名
搦
を
つ
け
て
、
か
く
し
て
彼
の
優
勝
を
示

す
様
に
し
て
’
　
　
Ｋ
ｕ
ｔ
ａ
ｔ
ｋ
ｕ
　
Ｓ
ち
ｒ
ｔ
ａ
ｔ
等
の
文
書
と
云
ふ
語

を
用
ひ
だ
が
、
是
は
あ
の
破
壊
１

０
〔
成
吉
思
汗
〕
の
部
族
の
事
で

あ
る
」
。
イ
ブ
ン
ア
ラ
ブ
シ
ャ
フ
が
Ｋ
ｕ
ｔ
ａ
ｔ
ｋ
ｕ

　

の
語
を
成
吉
思

汗
の
出
た
部
落
の
名
（
こ
の
名
孵
の
正
し
い
形
は

Ｊ
ｙｘ

Ｗ
で

入
に
回
で
な
い
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
性
質
か
ら
見
れ
ば
其
誤
が

分
る
）
と
一
緒
に
し
た
の
は
全
く
誤
っ
て
ゐ
る
が
、
然
し
彼
等

が
引
用
し
た
ウ
イ
グ
ル
文
書
の
名
柳
が
書
名

　

Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
ｔ
ｋ
ｕ
-
b
i
l
i
k

の
前
牛
と
一
致
せ
る
事
は
疑
は
れ
な
い
だ
ら
う
。

　

こ
の
新
し
い
資
料
に
よ
っ
て
も
上
記
の
Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
ｔ
ｋ
ｕ
の
語
の

説
明
は
破
ら
れ
無
い
。
成
吉
思
汗
の
命
に
よ
り
、
ウ
イ
グ
ル
の

文
書
を
紺
紳
の
若
者
達
、
其
大
多
数
は
其
の
國
の
子
弟
だ
が
學

ん
だ
の
恥
是
等
の
文
書
こ
そ
蒙
古
の
慣
例
法
（
大
札
撒
）
の
編

纂
、
又
は
成
吉
思
汗
の
金
冊
即
ち
蒙
古
族
の
公
用
記
録
の
撰
著

に
利
用
さ
れ
た
の
だ
。
此
の
所
書
は
汗
の
賓
庫
に
蔵
し
て
、
汗

の
一
族
の
官
人
以
外
に
て
は
金
冊
を
蔵
す
べ
き
名
岑
の
義
務
が

順
に
営
る
只
散
人
の
諸
侯
の
み
許
さ
れ
て
近
づ
き
見
る
を
得
る

　
　

⑩

の
だ
卵
蒙
古
人
の
建
て
た
國
゛
で
は
ヽ
ウ
ィ
グ
゛
文
書
は
特
に

「
汗
の
も
の
」
と
云
は
れ
て
ゐ
て
、
そ
れ
が
篤
め
に
國
民
も
學
者

も
そ
れ
を
畔
な
い
時
で
さ
へ
も
特
に
外
交
文
書
に
は
檀
い
て

用
０
　
ら
れ
た
。

　

ム
ハ
メ
″
ド
ー
ヒ
ン
ヅ
ー
シ
十
フ
の
語
に
よ
れ
ば
、
蒙
古
や
ト

　
　
　

⑩

ル
Ｊ
の
「
戦
士
及
び
住
民
」
に
具
ふ
る
命
令
に
は
ウ
イ
グ
ル
文

書
が
用
０
　
ら
れ
た
の
で
、
國
家
の
内
へ
編
入
さ
れ
た
各
國
民
は
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ａ

　

自
分
の
國
語
で
命
令
を
受
け
た
ら
了
解
す
る
に
困
し
ま
ぬ
だ
ら

み

　

う
と
云
ふ
主
義
か
ら
出
心
の
祐

Ｊ

さ
う
す
る
と
西
部
波
斯
の
遊

牧
民
は
富
時
恂
ウ
イ
グ
ル
文
書
を
ア
ラ
ビ
ア
の
よ
り
は
善
く
知

つ
て
ゐ
た
と
云
ふ
事
に
定
め
て
よ
か
ら
う
し
、
ま
し
て
叉
其
ウ

イ
グ
ル
文
書
に
は
常
時
の
資
情
と
は
関
係
が
無
く
て
只
前
代
か

ら
傅
は
つ
て
ゐ
る
傅
脆
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
、
そ
ん
な
意
味

も
含
ん
で
ゐ
た
と
信
ぜ
ら
れ
る
。
他
の
蒙
古
國
に
於
て
の
如
く

ヂ
ェ
ラ
イ
ル
國
に
て
も
ペ
ル
シ
″
の
書
記
官
（
ｒ
ふ
）
と
並
ん
で

⑩

　
　
　

⑩

ｂ
ａ
ｃ
ｈ
＾
i
i
や

　

b
i
ｔ
ｉ
ｋ
ｅ
ｕ
　
　
　
§
ち
ウ
イ
グ
ル
文
字
で
ト
ル
三
１
　
に
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

く
文
書
掛
か
あ
っ
た
し
、
辞
令
書
も
「
大
ビ
チ
ク
チ
イ
」
（
£
兵

万
一
Ｆ
）

　

の
職
務
の
は
引
用
さ
れ
て
あ
る
が
、
し
か
し
集
録
に

挿
入
さ
．
れ
た
凡
て
の
文
書
は
ア
ラ
ビ
ア
文
字
で
ペ
ル
シ
ャ
語
で

書
換
え
て
あ
る
の
べ
（
ヤ
絹
紡
福
月
）

註
①
此
王
朝
に
開
す
る
詳
細
な
る
著
作
を
な
し
仁
の
は
Ａ
.
　
Ｋ
.
　
Ｍ
ａ
ｒ
-

　
　
　

ｋ
ｏ
ｖ
　
(
”
Ｋ
ａ
t
ａ
ｌ
ｏ
ｇ
　
ｄ
Ｓ
ｅ
ｌ
ａ
ｉ
ｒ
i
d
ｓ
ｋ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
t
"
｡
　
Ｓ
Ｐ
ｂ
.
　
１
８
９
７
)

ｆ
＾
i
c

　
　
　

る
。
ヂ
ェ
ラ
イ
ル
家
(
Ｄ
ｉ
ｅ
ｌ
ａ
ｉ
ｉ
ｉ
ｄ
ｙ
）
と
云
ふ
語
は
同
書
に
も
又
他

　
　
　

の
書
に
も
採
用
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
全
く
正
富
な
形
と
云
は
れ
ぬ
の

　
　
　

は
ヂ
ヱ
ラ
イ
ル
（
｛
｝
ｚ
.
'
l
a
i
ｒ
)
は
同
朝
が
出
た
民
族
の
名
将
で
あ
つ

　
　
　

て
族
長
の
名
で
は
無
い
か
ら
だ
。
他
の
蒙
古
種
族
等
と
一
緒
に
成

　
　
　

吉
思
汗
の
征
職
に
奥
つ
で
蒙
古
帝
國
の
至
る
所
に
繁
帚
し
、
中
に

　
　
　

は
他
種
の
民
族
と
し
て
多
く
の
蒙
古
ト
ル
コ
人
の
風
俗
中
に
迄
這

　
　

入
り
こ
ん
で
ゐ
る

　

(
Ｈ
.

　
Ａ
.
　
　
　
Ａ
ｒ
i
ｓ
ｔ
ｏ
ｖ
｡
　
　
　
Ｚ
ａ
ｍ
ｇ
t
k
i
　
　
ｏ
ｂ
　
　
ｅ
t
n
i
-

　
　

Ｓ
ｅ
ｓ
ｋ
ｏ
ｍ
　
ｓ
ｏ
ｓ
t
ａ
ｈ
６
　
t
ｊ
ｕ
ｒ
ｋ
ｓ
ｋ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｐ
ｉ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
｡
　
Ｓ
ｐ
ｂ
.
　
１
８
９
７
｡
　
ｓ
t
ｒ
.
　
３
２
｡

　
　

５
４
｡
　
１
１
４
;
　
”
ｚ
i
ｖ
ａ
ｊ
ａ
　
Ｓ
t
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ａ
”
　
１
８
９
６
　
ｇ
.
の
別
刷
を
參
照
）
。
波
斯

　
　

に
於
る
ヂ
ェ
ラ
イ
ル
人
の
民
族
の
源
流
は
こ
ん
な
の
で
成
吉
思
汗

　
　

の
子
孫
と
は
姻
戚
で
あ
っ
て
王
朝
滅
亡
後
自
已
の
手
中
に
政
握
を

　
　

掌
撮
し
て
ゐ
た
の
だ
。

③
Ｚ
ａ
ｐ
.
　
Ｖ
ｏ
ｓ
t
.
０
７
一
｡
　
Ｉ
ヨ
ｐ
.
　
　
Ｒ
.

　
Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
.
０
ｂ
＾
６
.
｡
　
　
ｔ
　
　
　
X
I
I
I
｡

　
ｓ
ｔ
ｒ
.

　
　

ｏ
１
'
-
０
２
３
｡

③
Ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
r
-
P
i
i
ｒ
ｇ
ｓ
t
a
l
l
｡
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
t
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｎ
ｅ
ｎ

　
Ｈ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
｡

　
　

｛
｝
ｅ
ｓ
ｈ
t
　
１
８
４
０
｡
　
Ｓ
.
　
　
　
４
６
３
-
５
１
６
.

　

ム
ハ
メ
ツ
ド
ー
ヒ
ン
ヅ
ー
シ
ヤ
フ

　
　

の
著
書
か
ら
の
抜
草
は
同
書
の
附
録
（
特
に
２
４
４
卜
２
４
６
頁
）
に
牧

　
　

め
ら
れ
非
常
な
る
注
意
で
出
来
て
ゐ
る
。

④
此
語
の
正
確
な
凌
吾
は
ま
だ
疑
問
で
あ
る
。
ウ
イ
グ
ル
文
字
は
｛

　
　

と
ａ
’
ｒ
と
収
と
の
区
別
が
無
い
。
Ｖ
.
　
Ｖ
.
　
Ｒ
ａ
ｄ
ｌ
ｏ
ｖ
の
云
ふ

　
　

Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
t
ｋ
ｕ
の
蹟
み
方
に
も
Ｖ
.
　
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
ｓ
ｅ
ｎ
　
　
|
＾
授
の
云
ひ
出
し

　
　

v
l
　
Ｋ
ｕ
t
ａ
ｄ
ｇ
ｕ
の
漬
み
方
（
Ｋ
ｅ
ｌ
ｅ
t
i
　
Ｓ
ｚ
ｅ
ヨ
l
e
　
1
9
0
1
｡
　
ｐ
.
　
２
４
５
)

　

に

　
　

も
語
學
的
の
根
禄
は
あ
る
。
ム
ハ
ｚ
ツ
ド
ー
ヒ
ン
ヅ
ー
シ
ヤ
フ
は

　
　

Ｋ
ｕ
t
ａ
t
ｇ
ｕ
又
Ｋ
ｕ
t
ａ
t
ｋ
ｕ
と
書
い
て
ゐ
る
。

④
參
照
Ｈ
.
　
Ａ
｡
　
Ａ
ｒ
i
ｓ
t
ｏ
ｖ
｡
　
1
.
　
ｃ
.
　
ｐ
.
　
１
６
５
｡
　
ｎ
ｏ
t
ｅ
及
び
Ｚ
ａ
ｐ
｡
　
Ｖ
ｏ
ｓ
t
.

　
　

Ｏ
t
ｄ
.
　
Ｉ
.
　
Ｒ
.
　
Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
.
〇
ｂ
Ｘ
６
　
｡
　
t
.
　
X
I
｡
　
ｓ
t
ｒ
.
　
３
４
８
ｊ
の
余
の
批
評
。

④
Ｖ
.
　
Ｂ
ａ
ｉ
ｔ
o
l
'
ｄ
｡
　
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｓ
t
ａ
ｎ
　
ｖ
　
ｅ
ｐ
ｏ
ｃ
ｈ
ｕ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
'
ｓ
ｋ
ａ
ｇ
ｏ
　
ｎ
ａ
＾
ｅ
ｓ
-

　
　

ｔ
ｖ
i
j
a
｡
　
６
.
　
I
I
｡
　
ｓ
t
ｒ
.
　
４
１
９
.

①
東
方
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
都
市
で
十
一
世
紀
に
鎔
造
し
た
貨
幣
に
は

　
　

ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
外
に
ウ
イ
グ
ル
文
字
の
も
あ
る
。
１
　
照

　
　

Ａ
.

　
　

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｏ
ｖ
｡
　
Ｉ
ｎ
ｖ
ｅ
ｎ
ｌ
ａ
ｒ
ｎ
ｙ
j
　
ｋ
ａ
t
ａ
ｌ
ｏ
ｇ
　
　
m
ｕ
ｓ
ｕ
l
'
ｍ
ａ
ｎ
ｓ
ｋ
ｉ
ｃ
ｈ

　
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
t
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みＺ

　
　

Ｉ
ｍ
ｐ
.
　
E
i
m
i
ｔ
ａ
Ｓ
ａ
｡
　
Ｓ
ｐ
ｂ
.
　
１
８
９
６
｡
　
ｓ
t
ｒ
.
　
１
９
２
-
｡

⑧
Ｖ
.
　
Ｂ
ａ
ｒ
ｔ
0
I
'
ｄ
｡
　
1
.
　
ｃ
｡
　
ｐ
.
　
３
３
２
｡

⑧
J
i
'
i
ｕ
ｃ
ｔ
ｕ
ｓ
　
i
m
p
e
ｒ
ａ
ｔ
０
ｒ
ｕ
m
　
ｅ
ｔ
　
ｉ
ｏ
ｃ
ａ
ｔ
i
〇
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｉ
ｏ
ｓ
０
ｒ
ｕ
m
｡

　
　
ｅ
ｄ
.
　
Ｇ
.

　
　

Ｇ
.
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｙ
t
ａ
ｇ
｡
　
Ｂ
ｏ
ｎ
ｎ
ａ
ｅ
　
１
８
３
２
｡
　
　
　
Ｐ
.
　
２
３
２
.

　

イ
プ
ン
ー
ア
ラ
ブ
シ

　
　

ャ
フ
の
他
の
著
（
チ
ム
ル
傅
）
の
中
の
ウ
イ
グ
ル
文
書
に
開
す
る
資

　
　

料
は
已
に
Ｉ

.
ａ
ｎ
ｇ
ｌ
ｅ
ｓ(
Ｎ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｅ
ｓ
　
ｅ
t
　
Ｅ
ｘ
t
i
a
i
t
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｓ

ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｓ
c
i
i
t
ｓ

　
　

ｄ
ｅ
　
l
a
　
B
i
b
l
.
　
Ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ｅ
｡
　
t
.
　
Ｖ
｡
　
ｐ
.
　
５
８
６
-
５
Ｓ
８
)
に
引
用
さ
れ
て

　
　

ゐ
る
が
、
是
等
の
資
料
に
は
Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
t
ｋ
ｕ
　
ｔ
*
る
語
は
見
え
な
い
。

　
　

イ
ブ
ン
ー
ア
ラ
ブ
シ
ャ
フ
の
Ｋ
ｕ
ｄ
ａ
t
ｋ
ｕ
に
開
す
る
言
葉
は
已
に

　
　

一
八
二
六
年
に
シ
ミ
ッ
ト
に
引
用
さ
れ
て
(
Ｊ
.
Ｊ
.
Ｓ
ｃ
ｈ
ヨ
一
ｄ
ｔ
｡
　
W
ｕ
-

　
　

ｒ
ｄ
ｉ
ｇ
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ａ
ｂ
ｆ
ｅ
r
ｔ
i
g
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｋ
ｌ
ａ
ｐ
ｒ
０
t
ｈ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｓ
ｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ａ
-

　
　

ｎ
ｎ
t
ｅ
ｎ
　
Ｂ
ｅ
ｌ
　
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
t
ｕ
ｎ
？
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
W
i
d
e
ｒ
ｌ
ｅ
ｇ
ｕ
ｎ
ｇ
　
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
-

　
　

ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
i
m
　
Ｇ
ｅ
ｂ
ｉ
ｅ
ｔ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
t
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
　
M
i
ｔ
t
ｅ
ｌ
-

　
　

Ａ
ｓ
ｉ
ｅ
ｎ
ｓ
｡
　
Ｌ
ｐ
ｊ
.
　
１
Ｓ
２
８
｡
　
Ｓ
.
　
１
１
５
)
’
隨
つ
て
彼
と
ハ
ム
ｙ
ア
ー
ア

　
　

ル
グ
ス
タ
ル
と
の
間
の
論
争
の
目
的
物
と
な
つ
て
ゐ
仁
が
其
後
忘

　
　

れ
ら
れ
て
メ
リ
オ
ラ
ン
ス
キ
イ
は
彼
の
論
文
に
此
の
資
料
を
利
用

　
　

し
な
か
つ
仁
。

⑩

　

原
文
で
は
ｋ
ｕ
ｔ
ａ
ｔ
｡
　
m
ｕ
ｆ
t
ａ
t
t
と
韻
を
踏
ん
ゐ
る
。
（
「
破
攘
者
」
は

　
　

殆
ん
ど
関
係
の
無
い
形
で
あ
る
。
）

⑨
Ｔ
ｒ
ｕ
ｄ
ｙ
　
Ｖ
ｏ
ｓ
ｔ
　
Ｏ
t
ｄ
｡
　
Ｉ
.
　
Ｒ
.
　
Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
.
０
Ｕ
ｉ
.
　
６
.
　
　
Ｖ
｡
　
　
ｓ
ｔ
ｒ
.
８
９
;
　
　
６
.

　
　

Ｘ
ｌ
ｉ
r
｡
　
ｓ
ｔ
ｒ
.
　
５
１
.
　
Ｉ
.
　
Ｎ
.
　
Ｂ
ｅ
ｉ
ｅ
z
i
n
の
意
見
に
よ
れ
ば
蒙
古
の
変
音

　
　

は
Ｋ
ｙ
i
o
t
で
あ
る
。

⑩
Ｖ
.
　
Ｂ
ａ
ｒ
l
o
l
'
ｄ
｡
　
1
.
　
ｃ
｡
　
ｐ
.
　
４
１
６

⑩
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
ｓ
t
ｒ
.
　
４
２
　
i
　
４
５
.

＠
　
Ｚ
ａ
ｐ
.
　
Ｖ
ｏ
ｓ
t
.
０
ｉ
ｄ
.
　
Ｉ
.
　
Ｒ
.
　
Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
.
　
０
Ｕ
６
.
｡
　
ｔ
.
　
Ｉ
Ｊ
｡
　
ｓ
t
ｒ
.
　
３
r
Ｖ
.
Ｖ
.

　
　

Ｒ
ａ
ｄ
ｌ
ｏ
ｖ
の
語
）
。

　

⑩
原
文
で
は
ｓ
ａ
ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｊ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
”
　
　
　
＼
ム
ｙ
ア
ー
ア
ル
グ
ス
タ
ル
の
録

　
　

譚
で
は
”
Ｆ
ｅ
ｌ
ｄ
ｂ
ｅ
w
ｏ
ｈ
ｎ
ｅ
ｉ
”
｡
(
l
.
　
ｃ
.
　
ｐ
.
　
４
７
１
)

⑩

　

ハ
ム
マ
ア
ー
デ
ル
グ
ス
タ
ル
に
銅
鐸
あ
る
。
1
.
　
ｃ
.
　
ｐ
.
　
４
Ｔ
０
.

⑥
i
b
i
d
.

　

こ
の
語
の
意
昧
に
就
て
は
Ｖ
.
　
Ｂ
ａ
ｒ
t
o
l
'
ｄ
｡
　
1
.
　
ｃ
.
　
ｐ

　
５
２

　
　

ａ
　
.
ｄ
　
４
１
７
を
見
よ
。

⑩
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
｡
　
ｐ
.
　
-
３
３
２
.

　
　
｛
　
Ａ
マ
ア
ー
プ
ル
グ
ス
タ
ル
は
文
書
の
銅
鐸
の
注

　
　

（
一
｡
　
ｃ
.
　
ｐ
.
　
４
７
０
)

　

に
蒙
古
文
書
掛
を
同
じ
く
”
ｋ
ａ
ｔ
i
b
”
　
-
ｗ
示
し
て

　
　

ゐ
る
が
Ｉ
.
ｅ
ｙ
ｄ
ｅ
ｎ
抄
本
Ｎ
ｏ
　
５
７
４
(
ｆ
.
　
１
８
０
ａ
)
で
は
此
場
合
b
i
t
i
k
S
i

　
　

の
言
ひ
表
し
が
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。

⑩

　

ハ
ム
マ
ア
ー
プ
ル
グ
ス
タ
ル
に
無
罪
が
あ
る
。
1

ｃ
.
　
ｐ
.
　
４
８
６
-

　
　

４
８
７
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
正
五
年
五
月
二
十
一
日
寫
）

後
記

　

こ
の
恐
ろ
し
く
古
い
譚
文
原
稿
は
久
し
く
余
の
箆
底
に
埋
没
し

　
　

て
居
っ
た
が
、
昨
年
フ
ト
見
付
け
出
し
た
ん
で
あ
る
。
然
し
原
論

　
　

文
は
鈴
り
我
國
で
は
注
意
さ
れ
て
ゐ
な
い
様
で
（
例
へ
ば
蒙
古
學

　
　

第
二
珊
一
九
六
頁
を
見
よ
）
あ
る
か
ら
、
世
に
出
し
て
見
よ
う
と

　
　

思
ふ
。
然
ら
ば
原
文
を
參
照
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ど
う
し
仁

　
　

の
か
こ
の
雑
誌
も
紛
失
し
て
ゐ
て
見
雷
ら
な
い
。
巳
む
を
得
ず
奮

　
　

稿
の
値
に
す
る
外
は
な
い
。
大
方
の
諒
恕
を
請
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
十
三
年
一
月
二
十
日
記
す
）
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